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【【１１】】前回前回WGWGでの主な指摘事項等についてでの主な指摘事項等について

１．河床波の形状を把握しておくこと。

H21.7洪水後に筑後川本川４ｋ～５ｋの約１ｋｍ区間（デレーケ導流堤左右岸）

で、マルチビームによる河床形状測量を実施した ⇒調査結果について今回報告

２．洪水直後の河床状況を（海域澪筋も含め）よくみておくこと。

H21.7洪水後に深浅測量、コアサンプリング、底質探査を実施した

⇒調査結果について今回報告
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第４回筑後川土砂動態調査第４回筑後川土砂動態調査
に関するに関するWGWG

【【２２】】筑後川下流域における筑後川下流域における
土砂動態調査について土砂動態調査について
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第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（２－１）調査概要（２－１）調査概要
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調調 査査 目目 的的

目的：筑後大堰下流の主に砂の流下量、堆積実態を把握する目的：筑後大堰下流の主に砂の流下量、堆積実態を把握する

《筑後大堰下流の洪水時及び平常時の水面形把握のため》

A. 洪水時及び平常時における河川縦断水位の連続調査【水位計】

《筑後大堰下流の土砂（砂）の堆積状況把握のため》

B. 洪水前後における河床堆積構造調査【柱状コアサンプリング】

C. 洪水前後における河床堆積構造調査【底質探査】

《筑後大堰下流での土砂動態メカニズム把握のため》

D. 洪水時における河床低下実態調査【土砂掃流センサー】

E. 洪水前後及び平常時の河床形状変化【深浅測量】

（2－１）調査概要
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調調 査査 フフ ロロ ーー

水理諸量とガタ土
復元速度の関係の推定

筑後川下流の土砂動態メカニズム解明

・筑後川下流部における水理特性の把握

・洪水時の河床変動量及び土砂移動量・河床材料等の推定

観測体制整備 観測体制整備

連続的な
データ取得

現状把握 現状把握 現状把握

（定期的に実施）

ガタ土復元実態
の把握

・洪水時の最大

洗堀深の把握

・深さ毎の掃流

タイミングの把握

洪 水 発 生

・洪水後の状況把握

・洪水前の調査結果との比較・分析

洪水による河床形状・堆積構造の

変化実態の把握

洪
水
前
調
査

洪
水
後
調
査
（今
回
結
果
報
告
）

平成２１年6月、7月に平均年最大流量

を超える洪水が2回発生。

（平均年最大流量：約3,000m3/s）

（2－１）調査概要
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第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（２－２）今年度調査結果について（２－２）今年度調査結果について
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今年度調査の概要今年度調査の概要

[[１１]] 調調 査査 内内 容容
（2－２）今年度調査結果について

（１）縦断水位観測（１）縦断水位観測

・洪水時の縦断的な水面形を把握

（２）河床形状調査（２）河床形状調査【【深浅測量深浅測量】】

・洪水前後で河床横断形状調査を実施し、洪水前後で形状変化を把握

（３）河床堆積構造調査（３）河床堆積構造調査【【柱状コアサンプリング、底質探査柱状コアサンプリング、底質探査】】

・洪水後に約2kピッチで柱状コアサンプリング、代表測線にて底質探査を実施し、

洪水前（昨年度調査、今年度調査）と比較し、堆積構造の変化を把握

（４）洪水時の河床低下状況調査（４）洪水時の河床低下状況調査【【掃流センサー掃流センサー】】

・洪水前に代表箇所に掃流センサーを設置し、洪水時の最大洗掘深を把握

（５）河床波調査（５）河床波調査【【マルチビームマルチビーム】】

・洪水後に筑後川４ｋ～５ｋの約１ｋｍ区間で測量を実施し、河床波形状を把握

平均年最大流量を超える洪水が平均年最大流量を超える洪水が22回発生。（平均年最大流量：約回発生。（平均年最大流量：約3,000m3/s3,000m3/s））

・・6/296/29～～7/27/2洪水洪水 （瀬ノ下ピーク流量：約（瀬ノ下ピーク流量：約3,850m3/s3,850m3/s））

・・7/247/24～～7/267/26洪水洪水 （瀬ノ下ピーク流量：約（瀬ノ下ピーク流量：約3,650m3/s3,650m3/s））
＊流量については速報値
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[[１１]] 調調 査査 内内 容容
（2－２）今年度調査結果について

調査項目と調査箇所調査項目と調査箇所
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[[１１]] 調調 査査 内内 容容
（2－２）今年度調査結果について

今年度出水の概要今年度出水の概要
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平成平成2121年年66月月2727日～日～77月月55日日

瀬ノ下流量

有明タワー潮位

約約22,,5550m3/s50m3/s
（（77//1 20:201 20:20））

約約3,850m3/s3,850m3/s
（（6/306/30 8:108:10））

6/27 6/28 6/29 6/30 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5

平成平成2121年年77月月1919日～日～77月月3030日日

瀬ノ下流量

有明タワー潮位

約約33,,6650m3/s50m3/s
（（77//25 11:5025 11:50））

約約33,,1150m3/s50m3/s
（（77//26 16:3026 16:30））

7/19 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30

＊流量については速報値縦断水位分布等については、[２]調査結果に記載

中潮 中潮 小潮 小潮 小潮 長潮 若潮 中潮 中潮
中潮 中潮 大潮 大潮 大潮 中潮 中潮 中潮 中潮 小潮 小潮 小潮
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[[１１]] 調調 査査 内内 容容
（2－２）今年度調査結果について

調査時期調査時期

＊流量については速報値
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２００８～２００９年：瀬ノ下流量ハイドログラフと調査時期
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2008年(平成20年) 2009年(平成21年)

洪水前調査（2008年）
筑後大堰下流区間

洪水後調査（2008年）
(代表地点のみ)

縦断水位連続観測→→→

今年度（2009年）調査
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２００９年：瀬ノ下流量ハイドログラフと調査時期

底質探査（10k2）
底質探査（代表測線）

柱状コア（4k左右岸、7k6、10k2） 柱状コア
（筑後川本川、早津江川、諸富川）

柱状コア
（海域）

深浅測量
（筑後川本川、早津江川、諸富川）

深浅測量
（筑後川本川、早津江川）

深浅測量
（諸富川）

掃流センサー設置
（筑後川4k、14k）

掃流センサー確認
（筑後川4k）

掃流センサー確認
（筑後川4k、14k）

約3,850m3/s
（6/30 8:10）

約2,550m
3
/s

（7/1 20:20）

約3,650m
3
/s

（7/25 11:50）

約3,150m3/s
（7/26 16:30）

深浅測量
（0k,4k,10.2k,14k）
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[[２２]] 調調 査査 結結 果果 １：１： 水水 位位 観観 測測
（2－２）今年度調査結果について
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（（6/306/30 8:108:10）） 約約22,,5550m3/s50m3/s

（（77//1 20:201 20:20））

縦断水位（瀬ノ下流量ピーク時）

（（6/306/30 8:108:10））

（（7/17/1 2020::2200））

坂口床固

坂口床固

6/276/27～～7/57/5洪水洪水

（坂口床固下流）（坂口床固下流）
700,3
1

約I

（坂口床固下流）（坂口床固下流）
400,5
1

約I

＊流量については速報値
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[[２２]] 調調 査査 結結 果果 １：１： 水水 位位 観観 測測
（2－２）今年度調査結果について
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（坂口床固下流）（坂口床固下流）
000,9
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約I

（坂口床固下流）（坂口床固下流）
700,3
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＊流量については速報値
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

凡例(m)

上
昇

低
下

平成２１年６月洪水前後での河床高変化概要平成２１年６月洪水前後での河床高変化概要

←筑後川
←筑後川

←筑後川←筑後川

←諸富川
←諸富川

←
早
津
江
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←
早
津
江
川

←
筑
後
川

←
筑
後
川

坂口床固坂口床固

【本川下流及び早津江川】
早津江川分派付近は河床が低下。
これより下流区間では、澪筋において
数10cm河床が上昇している箇所もあ
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

以下に示す代表4測線は、洪水前、洪水後（第１回）、洪水後（第2回）の計3回深浅測量を実施した。

※その他の測線（200m間隔）についても、洪水前、洪水後の計2回深浅測量を実施。
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

筑後川：下流区間（早津江川分流後）筑後川：下流区間（早津江川分流後）
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洪水前後で大きな変動は見られていない。

※全断面データは参考資料編に記載。
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

洪水前後で大きな変動は見られていない。

※全断面データは参考資料編に記載。
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

洪水後に１～2m程度河床が低下している。

※全断面データは参考資料編に記載。
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について

洪水後に１～2m程度河床が低下している。

※全断面データは参考資料編に記載。
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[[３３]] 調調 査査 結結 果果 ２：２： 河床形状（深浅測量）河床形状（深浅測量）
（2－２）今年度調査結果について
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洪水後に１～２m程度河床が低下している。

※全断面データは参考資料編に記載。
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

柱状コアサンプル名と位置図柱状コアサンプル名と位置図

【海域（澪筋にてサンプル採取）】
・表面は粘性土であるが、一部表面に砂が存在
する箇所も見られた。

【筑後川本川下流】
・表面は砂

【早津江川】
・表面は主に粘性土だが、
4k地点は砂である。

【諸富川】
・表面は砂

【本川諸富川分流区間】
・表面は砂

【坂口床固下流】
・表面は砂
（10k2地点のみ粘性土）
・以前の調査結果では確認されなかった
粒径の大きな礫（2mm以上）が一部見られる

【坂口床固上流】
・表面は砂または礫

洪水後調査結果概要
（26箇所にてサンプル採取）

※次頁以降に代表地点（海域C3,筑後川0k,4k左岸,10k2,14k,
18k,早津江川4k,諸富川1k2）の分析結果を記載
全サンプルの分析結果は参考資料編に記載
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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砂分率：砂及び礫成分の

通過質量百分率

【参考】H20.6.10採取

[TPm]

[TPm]
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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【参考】H20.11.4採取
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

筑後川４ｋ：導流堤左岸筑後川４ｋ：導流堤左岸
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通過質量百分率

【参考】H21.6.1採取
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

筑後川１０ｋ２筑後川１０ｋ２
【参考】H21.6.2採取

砂分率：砂及び礫成分の

通過質量百分率
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

筑後川１０ｋ２筑後川１０ｋ２

C１０ｋ２

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

-100 0 100 200 300 400 500

[m]→

[T
P

m
]→

：平成20年3月測量

：平成21年洪水前

：平成21年洪水後

：柱状コアサンプル

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.010 0.100 1.000 10.000 100.000

粒　径　[mm]

通
過

質
量

百
分

率
[%

]　
→

-4.6～-4.7

-4.7～-4.8

-4.8～-4.9

-4.9～-5.0

-5.0～-5.1

-5.1～-5.2

-5.2～-5.3

-5.3～-5.4

-5.4～-5.5

-5.5～-5.6

-5.6～-5.7

-5.7～-5.8

-5.8～-5.9

-5.9～-6.0

-6.0～-6.1

-6.1～-6.2

サンプル粒度分布

粘性土 砂 礫

0.075 2.000

(TPm)

サンプル採取横断位置図

左岸 右岸

サンプル採取平面位置図

コアサンプル
採取地点
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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【参考】H20.8.11採取
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

筑後川１８ｋ筑後川１８ｋ

C１８ｋ

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

-100 0 100 200 300 400 500

[m]→

[T
P

m
]→

：平成20年3月測量

：平成21年洪水前

：平成21年洪水後

：柱状コアサンプル

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.010 0.100 1.000 10.000 100.000

粒　径　[mm]

通
過

質
量

百
分

率
[%

]　
→

-4.4～-4.5

-4.5～-4.6

-4.6～-4.7

-4.7～-4.8

-4.8～-4.9

-4.9～-5.0

-5.0～-5.1

-5.1～-5.2

-5.2～-5.3

-5.3～-5.4

-5.4～-5.5

-5.5～-5.6

-5.6～-5.7

-5.7～-5.8

-5.8～-5.9

-5.9～-6.0

サンプル粒度分布

サンプル採取平面位置図
サンプル採取横断位置図

左岸 右岸

粘性土 砂 礫

コアサンプル
採取地点

0.075 2.000

(TPm)

32



[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

諸富川１ｋ２諸富川１ｋ２

60％粒径

0.0 0.5 1.0 1.5

60％粒径（mm） →

砂分率

0 20 40 60 80 100

砂分率（％） →

含水比
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-6.4

-6.3

-6.2

-6.1

0 100 200 300

含水比（％） →

←
T
P

m

【Ｍ１ｋ２】Ｈ21.7.15採取

砂分率：砂及び礫成分の

通過質量百分率

【参考】H20.11.5採取

[TPm]

[TPm]
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 33：： 堆積構造（柱状コアサンプリング）堆積構造（柱状コアサンプリング）
（2－２）今年度調査結果について

諸富川１ｋ２諸富川１ｋ２

M１ｋ２
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サンプル採取平面位置図
サンプル採取横断位置図

左岸 右岸
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採取地点

0.075 2.000

(TPm)
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

海域測線１

海域測線２

0k0

4k0

10k2
14k0

底質探査位置図底質探査位置図

■ ：柱状コア採取地点
：底質探査測線

37



[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

海域測線１

■ ：柱状コア採取地点
：底質探査測線

W

E

WWEE

C3

C1

H1

コアサンプル
採取地点

コアサンプル
採取地点

コアサンプル
採取地点

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

澪筋箇所では、表層は粘性土又は砂混じり粘性
土であるが、C3地点では一部河床表面に乱れ
が確認され、柱状コアサンプル採取結果からも
表面に約10cm程度の砂が確認されている。

他地点と比較し、河床表面形状が乱れ
ており砂が堆積していると推定される。
柱状コアサンプリング結果からも表層
に砂が確認された。

H1

C1

C3

WWEE

WWEE

海域測線１

C3 C１ H1

WWEE
平成20年6月洪水前

平成21年7月洪水後

※平成20年6月洪水前と平成21年7月洪水後で10cm程度の
河床高変化はあるが、澪筋部の形状に大きな変化はない。
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

海域測線２
■ ：柱状コア採取地点

：底質探査測線

W

E

WWEE

C2

H2

コアサンプル
採取地点

コアサンプル
採取地点

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

澪筋箇所では、表層は粘性土又は砂混じり粘性
土であり、明確な厚さをもつ砂は確認できない。

C4

コアサンプル
採取地点

H2

C2

C4

WWEE

WWEE

海域測線２

C４
C２ H２

WWEE
平成20年6月洪水前

平成21年7月洪水後

※平成20年6月洪水前と平成21年7月洪水後で40cm程度の
河床高変化はあるが、澪筋部の形状に大きな変化はない。
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

0k0

左岸左岸 右岸右岸

コアサンプル
採取地点

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

表層は約１～２m程度の砂である。

筑後川0k地点

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

40



[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

4k0

左岸左岸 右岸右岸

コアサンプル
採取地点

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

表層は約１～２m程度の砂である。

筑後川４k地点

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

コアサンプル
採取地点
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

10k2

左岸左岸 右岸右岸
2009/8/5調査

（平成21年洪水後）

表層は粘性土であり、砂層は見られ
ていない。

筑後川10k2地点

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

コアサンプル
採取地点
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[[４４]] 調調 査査 結結 果果 ３：３： 堆積構造（底質探査）堆積構造（底質探査）
（2－２）今年度調査結果について

10k2

左岸左岸 右岸右岸2009/8/5調査
（平成21年洪水後）

表層は明確な厚さをもつ砂が堆積し
ている。
（通常は最もガタ土の堆積が著しい
区間である。）

筑後川14k地点

底質探査測線位置図底質探査測線位置図

コアサンプル
採取地点
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[[５５]] 調調 査査 結結 果果 ４：４： 掃流センサー掃流センサー
（2－２）今年度調査結果について

（４ｋ地点：デレーケ導流堤左岸側）

調査箇所調査箇所

（１４ｋ地点）

セ
グ
メ
ン
ト
部
分

導線

データロガーの仕組みイメージ図

セグメントが
掃流されると

セグメントが掃流されると、導線が切断され電圧が変化

導線が
切れる！

①出水前
(設置)

②洪水ピーク ③洪水後
(計測)

掃流センサー
(中空セグメント)
計測原理イメージ

掃流センサー
(埋設リング)

計測原理イメージ

セグメント式、リング式の2種を設置。
セグメント式には右図に示すデータロガー
を付設。
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[[５５]] 調調 査査 結結 果果 ４：４： 掃流センサー掃流センサー
（2－２）今年度調査結果について

（４ｋ地点：デレーケ導流堤左岸側）

筑後川：４ｋ地点筑後川：４ｋ地点

設置（6/1）

確認１（7/4）
確認２（7/31）

洪水
発生

洪水
発生

洪水時に最大約20cm河床が洗掘
されており、洪水終了後にはそ
こから約70cm堆積していること
が推定される。

洪水時に最大約
45cm河床が洗掘
されており、洪
水終了後にはそ
こから約65cm堆
積していること
が推定される。
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瀬
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下
流

量
[m

3
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設置 確認１ 確認２

セグメント式に付設し
たデータロガーは、ロ
ガー部の浸水により時
刻データを取得するこ
とができなかった。
※機器改良中

45



[[５５]] 調調 査査 結結 果果 ４：４： 掃流センサー掃流センサー
（2－２）今年度調査結果について

（１４ｋ地点）

筑後川：１４ｋ地点筑後川：１４ｋ地点

設置（5/31） 確認２（8/1）

洪水
発生

洪水
発生

２回の洪水で約85cm河床が洗掘
されていることが推定される。
（ガタ土の堆積が著しい地点で
あり、厚く堆積したガタ土が掃
流されているものと思われる）

回収したリングの状況
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セグメント式に付設し
たデータロガーは、ロ
ガー部の浸水により時
刻データを取得するこ
とができなかった。
※機器改良中
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[[６６]] 調調 査査 結結 果果 ５：５： 河床波調査（マルチビーム）河床波調査（マルチビーム）
（2－２）今年度調査結果について

これまでの調査結果より、筑後川４ｋ付近において、河床表面に砂が存在していること、

河床波が形成されていることが確認されている。そこで、筑後川河口域における洪水時の河

床波の発達状況を把握することを目的として、マルチビーム測量による河床波調査を行った。

昨年度調査内容昨年度調査内容

縦断方向約100m区間で、
横断方向5m間隔、縦断
方向10m間隔で深浅測
量を実施。

昨年度詳細測量範囲昨年度詳細測量範囲

写真撮影位置

広い範囲で河床波が見られる
（Ｈ20.7.18撮影）

昨年度調査結果：河床波形状（導流堤右岸側付近）

（中央大学福岡教授提供資料より）

【【今回調査今回調査】】

４ｋ～５ｋ（約１ｋｍ）区間において、平成４ｋ～５ｋ（約１ｋｍ）区間において、平成

2121年年66月洪水後にマルチビーム測量による調査月洪水後にマルチビーム測量による調査

を実施。を実施。

河床波の形状（波長・波高等）を把握し、河床波の形状（波長・波高等）を把握し、

洪水時の河床の移動状況を解明していく上での洪水時の河床の移動状況を解明していく上での

基礎データとする。基礎データとする。

（
今
回
）
約
１
ｋ
ｍ
区
間
で
調
査

（
今
回
）
約
１
ｋ
ｍ
区
間
で
調
査
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[[６６]] 調調 査査 結結 果果 ５：５： 河床波調査（マルチビーム）河床波調査（マルチビーム）
（2－２）今年度調査結果について

調査地点（筑後川本川４ｋ～５ｋ）調査地点（筑後川本川４ｋ～５ｋ）

筑後川４ｋ～５ｋの約1km区間で、マル

チビームによる河床形状調査を実施し、

河床波の形状を把握した。

筑
後
川

新田大橋
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[[６６]] 調調 査査 結結 果果 ５：５： 河床波調査（マルチビーム）河床波調査（マルチビーム）
（2－２）今年度調査結果について
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5R
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3
L-01測線

L-03測線

L-05測線

R-03測線

上流下流

上流下流

上流下流

下流

1m

20m

上流

4k0 4k2 4k4 4k6 4k8 5k0

4k0 4k2 4k4 4k6 4k8 5k0

4k0 4k2 4k4 4k6 4k8 5k0

4k0 4k2 4k4 4k6 4k8 5k0

【測量結果縦断図】

測線位置図

波長約波長約200m200m
波高約波高約1.01.0～～1.5m1.5m
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第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（２－３）調査結果の分析（２－３）調査結果の分析
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洪水前後の調査結果分析洪水前後の調査結果分析【【概要概要】】
（2－３）調査結果の分析

【０ｋ地点】
・洪水前後で横断形状に大きな変化はみられない。
・堆積物は主に砂である。

【４ｋ地点】
・洪水前後で横断形状に大きな変化はみられない。
・堆積物は主に砂である。
・掃流センサーによる調査結果から、洪水時にはいったん河床が低下し、

その後土砂が堆積したことが推定される。

【１０ｋ２地点】
・洪水前後で河床形状に大きな変化がみられている。
・柱状コアサンプル及び底質探査結果より、洪水前には含水比の高い粘性土
（ガタ土）が厚く堆積しており、洪水によりこれが掃流されたと推定される。
・洪水後（河床低下後）も、河床の表面は粘性土である。

【１４ｋ地点】
・洪水前後で河床形状に大きな変化がみられている。
・柱状コアサンプル及び底質探査結果より、洪水前には含水比の高い粘性土
（ガタ土）が厚く堆積しており、洪水によりこれが掃流されたと推定される。
・洪水後（河床低下後）は、河床の表面は砂である。

洪水前後の変化分析結果概要
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川0k0k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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洪水前調査

洪水後調査

横断形状の変化横断形状の変化

柱状コアサンプル柱状コアサンプル

柱状コア採取位置

※※注注11/411/4（（H20H20）採取）採取 7/177/17採取採取

洪水前（深浅測量） 洪水後（深浅測量）

（注）左記の柱状図左側は、
平成20年11/4（昨年度出水後）
に採取したものである。

洪水後（柱状コア採取）

瀬ノ下流量と調査時期瀬ノ下流量と調査時期
（平成（平成2121年）年）

筑後川：０ｋ地点筑後川：０ｋ地点

※H21年洪水前後

横断形状は、流心部で洪水後の河床が数10cm程度上昇している。

平成20年採取の柱状図と今回の洪水後採取のコアサンプルを比較しても、

主に砂が堆積していることに大きな変化は見られていない。
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-5.0

-5.5

-6.0

[[参考参考]]
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川0k0k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析

底質探査底質探査
2008/10/30調査

（※注平成20年洪水後）

2009/7/27調査
（平成21年洪水後）

コアサンプル
採取地点

左岸 右岸
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コアサンプル
採取地点
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川4k4k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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洪水前（柱状コア採取） 洪水後（柱状コア採取）

横断形状の変化横断形状の変化

瀬ノ下流量と調査時期瀬ノ下流量と調査時期
（平成（平成2121年）年）

柱状コアサンプル柱状コアサンプル

導流堤左岸側導流堤左岸側 導流堤右岸側導流堤右岸側

6/16/1採取採取 7/177/17採取採取 7/167/16採取採取6/16/1採取採取

柱状コア採取位置

デ
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流
堤

筑後川：４ｋ地点筑後川：４ｋ地点

洪水前後で横断形状に大きな変化は見られていないが、デ

レーケ導流堤右岸側は数10cm程度河床が上昇している。柱

状コアサンプル及び底質探査結果から、表層は砂が堆積して

いることがわかる。また、掃流センサーによる調査結果から、

洪水盛期には河床が低下していることが推定され、導流堤左

岸の洪水後の柱状コアサンプルに確認される礫層は、洪水に

より上流から供給されたものであると推定される。
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-6.0
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-3.0
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-4.0

-4.5

※H21年洪水前後

掃流センサー確認結果
から、洪水盛期には掃
流されていると推定さ
れる区間約20cm

54



底質探査底質探査

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

デ
レ
ー
ケ
導
流
堤

コアサンプル
採取地点

コアサンプル
採取地点

2009/８/2調査
（平成21年洪水後）

洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川4k4k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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2008/10/30調査
（※注平成20年洪水後）

コアサンプル
採取地点
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川10k210k2地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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洪水前（柱状コア採取） 洪水後（柱状コア採取）

横断形状の変化横断形状の変化

柱状コアサンプル柱状コアサンプル

6/26/2採取採取 7/157/15採取採取

柱状コア採取位置

瀬ノ下流量と調査時期瀬ノ下流量と調査時期
（平成（平成2121年）年）

筑後川：１０ｋ２地点筑後川：１０ｋ２地点

洪水前後で、河床形状に大きな変化が見られている。洪水前後の柱状コア

及び底質探査結果から、洪水前は含水比の高い粘性土が厚く堆積しており、

これが洪水により掃流されたものであると考えられるが、洪水による河床

低下後も表面は粘性土である。

-4.0
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-5.5

※H21年洪水前後

-6.0
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川10k210k2地点）地点）
（2－３）調査結果の分析

底質探査底質探査2009/6/9調査
（平成21年洪水前）

2009/８/2調査
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川14k14k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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（注）左記の柱状図左側は、
平成20年8/11（昨年度出水後）
に採取したものである。

洪水後（柱状コア採取）

横断形状の変化横断形状の変化

柱状コアサンプル柱状コアサンプル

※※注注８８/11/11（（H20H20）採取）採取 7/187/18採取採取

柱状コア採取位置

瀬ノ下流量と調査時期瀬ノ下流量と調査時期
（平成（平成2121年）年）

筑後川：１４ｋ地点筑後川：１４ｋ地点

洪水前後で、河床形状に大きな変化が見られている。当地点は平常時には

ガタ土の堆積が著しい地点であり、厚く堆積した含水比の高い粘性土が洪

水により掃流されたことが推定される。

通常はガタ土の堆積が見られるが、洪水後の柱状コアサンプリング及び底

質探査結果では、表層は砂であることが特徴的である。
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※H21年洪水前後

[[参考参考]]
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洪水前後の調査結果分析（筑後川洪水前後の調査結果分析（筑後川14k14k地点）地点）
（2－３）調査結果の分析
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第４回筑後川土砂動態調査第４回筑後川土砂動態調査
に関するに関するWGWG

【【33】】河床変動解析河床変動解析

60



第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（３－１）基本的な考え方とモデルの概要（３－１）基本的な考え方とモデルの概要
（基本条件）（基本条件）
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基基 本本 的的 なな 考考 ええ 方方
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要

非定常洪水流の水面形の時間変化の要因は、

①流量の時間変化

②河道断面積と粗度係数の値 であるため、

観測水面形の縦断変化と観測流量ハイドログラフを満足する

非定常流解析における粗度係数・流量ハイドログラフを見つ

けることで、これらの時間変動の再現と河床変動並びに流砂

量の推定が可能となる。
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対対 象象 範範 囲囲
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要

検 討 対 象 範 囲 図
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基礎方程式及びモデルと条件基礎方程式及びモデルと条件
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要

□基礎方程式及びモデル

流 速： (非定常準三次元) 流れの運動方程式

水 位： (非定常二次元) 流れの連続式

河 床 高： (非定常二次元) 流砂の連続式浮遊砂体積変動分は流れに流出入させる

流 砂 量： 砂 （掃流砂，浮遊砂）

浮遊流砂量： (非定常準三次元) 浮遊砂濃度の連続式

□ 初期条件： 初期河床高zbi (x, y)

□ 境界条件： 上流端水位h (xs1, t)，下流端潮位h (xe, t)

□ 制約条件： 上流端流量q (xs2,t)，河道水位 h (x, y , t)

□ 未知量 ： 任意地点流量及び分派分流量q(x, y, t)，河床高の時間変動dzbi(x, y, t)/dt

□ 未知パラメータ：

① 河道の区間粗度係数分布n (x,y)

② 流砂量関数：流砂は掃流砂・浮遊砂共に芦田・道上式の係数値のみ同定

③ 表層砂面高（初期河床高）の分布
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（巻上げ浮上砂＋間隙水） 

の液層への移動 

巻上げ 

流入 流出 

流入掃流砂 流出掃流砂 

巻上・沈降による河床変動 

掃流砂による河床変動 

水面 

河床面 
河床低下量 

掃流砂による河床変動 

に伴う水位変動 

水深 水深 

流体の流出入に 

伴う水深変動 

時間経過（ｄｔ秒後） 

水位変化量 

流砂と流れの連続条件

流砂と流れの連続条件流砂と流れの連続条件
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要
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上流端・下流端の境界条件上流端・下流端の境界条件
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要

 

解析対象領域 
計算領域 

解析領域上流端 

観測水位（目標水位） 
計算領域上流端水位 

目標に合わせて自動調整 

解析領域上流側 

観測流量（目標流量） 

粗度係数に依存 

 

計算領域 

解析領域下流端 

観測水位（目標水位） 
計算領域下流端堰高 

目標に合わせて自動調整 

流出 

湧出し 

上流端の
境界条件

下流端の
境界条件
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解析条件（対象洪水の条件）解析条件（対象洪水の条件）
（３－１）基本的な考え方とモデルの概要
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第４回筑後川土砂動態調査第４回筑後川土砂動態調査
に関するに関するWGWG

【【４４】】流域全体の土砂動態解明へ向けた流域全体の土砂動態解明へ向けた
調査・検討調査・検討
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第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（４－１）調査の全体像について（４－１）調査の全体像について
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筑後川流域土砂（砂）収支について筑後川流域土砂（砂）収支について
（４－１）調査の全体像について

「有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会報告（平成19年3月）より抜粋」
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土砂収支検証のための調査項目と方針土砂収支検証のための調査項目と方針
（４－１）調査の全体像について

有明海ガタ土と
河 口 に 関 す る
調査検討委員会
報 告

推 定 の 根 拠

検証のポイント

調 査 項 目

生産量

28.0万 /年

・ダム比堆砂量
　（傾斜地7度以上）
・砂分構成比率31%
（松・下ダムの構成）

地質・地形条件の異な
る地点での土砂生産量
及び砂分の構成比率に
よる検証

・地質・地形条件の異
なる代表地点(ダム等)
における堆砂量及び
その構成比調査

・ダム上・下流河道に
おける河床材料調査

ダム堆砂量

9.0万 /年

・10ダム実績堆砂量
　（1970～2004）
・砂分構成比率31%
（松・下ダムの構成）

ダム堆砂量及び堆砂速
度を近年データを追加
して検証

・10ダムの近年堆砂
データの収集分析

・マルチビーム法と
スライス法の比較、
及びそれに伴う堆砂
データの補正

砂防・治山
ダム堆砂量

5.0万 /年

・砂防ダム(667基)
計画堆砂量の30%

（久留米土木管内平均）
・治山ダム(2326基)

大分県内2基(実績堆砂)
・砂分構成比率31%
　（松・下ダムの構成）

地質・地形条件の異な
るダムでの堆砂量,堆砂
速度及び砂分の構成比
率による検証

・地質・地形条件の異
なる砂防・治山ダム
での堆砂量及びその
構成比調査

河道内堆積量

5.8～9.5万 /年

・5.8万 /年(※砂分は不明)

S63～H14(15年間)
河床変動量-砂利採取量

・9.5万 /年
　（土砂収支計算より）
土砂生産量(28)-ダム流砂(14.4)
-砂利採取(1.7)-大堰通過(2.7)

・近年における河道変化
量による検証

・河床材料比率及びその
変化からの砂分の検証

・河道形状調査
・河床材料調査
・上記結果を用いた

河道内土砂堆積量
算定及び砂分量推定

瀬ノ下通過土砂量

2.7万 /年

・河床変動計算結果
S44～H9(29年間)

・実績流量を用いての
一次元河床変動解析

筑後大堰下流域にお
ける土砂動態調査に
よる検証（調査中）

・ADCPボート(音響測
深機搭載)を用いた洪
水中の河床変動調査

・洪水前後における河
口沿岸域の砂分確認
調査

[ ]
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第４回筑後川土砂動態調査に関する第４回筑後川土砂動態調査に関するWGWG

（４－２）今年度の調査内容（４－２）今年度の調査内容
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※※１：筑後大堰～１：筑後大堰～78k078k0（玖珠川合流点付近）区間のデータで整理したものである。（玖珠川合流点付近）区間のデータで整理したものである。
※※２：２：S41S41時点は筑後大堰～時点は筑後大堰～54k854k8：：S28S28、、55k055k0～～60k860k8：：S36,61k0S36,61k0～～69k869k8：：S43S43、、70k70k～：～：S44S44の断面データを使用しているの断面データを使用している

[[１１]]河道横断形状調査河道横断形状調査
（４－２）今年度調査内容

200m間隔にて定期横断測量を実施し、現在の河道横断形状を把握。（調査済）

河道横断形状変化から河道内土砂堆積量を算定。

（最新のデータを追加し、砂利採取が実施されていない期間での変化量も把握）
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①砂利採取量①砂利採取量[[千千m3/m3/年年]]

②河道横断形状変化量②河道横断形状変化量[[千千m3/m3/年年]]

砂利採取基本計画資料より

定期横断測量断面変化量より年平均値を算出したもの。定期横断測量断面変化量より年平均値を算出したもの。

③自然変化量：②＋①③自然変化量：②＋①[[千千m3/m3/年年]]
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--1,1611,161

--916916 近年は堆積傾向近年は堆積傾向
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[[１１]]河道横断形状調査河道横断形状調査
（４－２）今年度調査内容

※※１：筑後大堰～１：筑後大堰～78k078k0（玖珠川合流点付近）区間のデータで整理したものである。（玖珠川合流点付近）区間のデータで整理したものである。
※※２：２：S41S41時点は筑後大堰～時点は筑後大堰～54k854k8：：S28S28、、55k055k0～～60k860k8：：S36,61k0S36,61k0～～69k869k8：：S43S43、、70k70k～：～：S44S44の断面データを使用しているの断面データを使用している
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①砂利採取量①砂利採取量[[千千m3]m3]

②河道横断形状変化量②河道横断形状変化量[[千千m3]m3]

③自然変化量：②＋①③自然変化量：②＋①[[千千m3]m3]

①砂利採取量①砂利採取量[[千千m3]m3]

②河道横断形状変化量②河道横断形状変化量[[千千m3]m3]

③自然変化量：②＋①③自然変化量：②＋①[[千千m3]m3]

S41S41～～H12H12（（3535年間）での河道内土砂変動量年間）での河道内土砂変動量

H12H12～～HH2020（（88年間）での河道内土砂変動量年間）での河道内土砂変動量

４９ｋ８００
（朝羽大橋付近）
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[[２２]]河床材料調査河床材料調査
（４－２）今年度調査内容

本川中上流区間、支川にて概ね1km間隔で河床材料調査を実施。（現在調査中）

【【調査実施区間調査実施区間】】
本川：筑後川２３ｋ～８３ｋ本川：筑後川２３ｋ～８３ｋ
支川：城原川、田手川、広川、宝満川、支川：城原川、田手川、広川、宝満川、

小石原川、佐田川、巨瀬川、小石原川、佐田川、巨瀬川、
隈ノ上川、花月川、玖珠川隈ノ上川、花月川、玖珠川
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松原ダム

下筌ダム

筑後川本川２３ｋ～８３ｋ筑後川本川２３ｋ～８３ｋ
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[[３３]]ダム堆砂量調査ダム堆砂量調査
（４－２）今年度調査内容
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注）下筌ダム（S48）．松原ダム（S48）．江川ダム（S47）．寺内ダム（S55）．河内ダム（S45）
　　 山神ダム（S55）．合所ダム（H5）．地蔵原ダム（T11）．高瀬川ダム（S48）
　　 松木ダム（S52）の実績堆積土砂量を集計

河内ダム
完成

江川ダム
完成

松木ダム
完成

下筌ダム
松原ダム
高瀬川ダム
完成

合所ダム完成

地蔵原ダム完成

寺内ダム
山神ダム
完成

・ダムの年堆砂量は、流域主要10ダムの建設後の実績堆砂量をもとに、２9万m3/年としている。

その内、砂分は９万m3/年。（松原・下筌ダム粒度構成比より算出）
（有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会報告より）

○○万m3/年
（○年～○年）

※近年のデータ収集・整理中

流域主要流域主要1010ダムの近年データを追加し、近年のダム堆砂速度を検証ダムの近年データを追加し、近年のダム堆砂速度を検証。。
○○万m3/年

（○年～○年）

近年データ(1999～2004)を見ると、その堆砂速度が

低下している傾向が読みとれる。
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[[３３]]ダム堆砂量調査ダム堆砂量調査
（４－２）今年度調査内容

松原ダム・下筌ダム
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松原・下筌ダムの近年の堆砂量データをみると、その堆砂速度は低下している傾向がみられる。

今後、今年度調査データ及び他ダムデータを追加し、近年の傾向を把握する。

※※近年は堆砂が進んでいない近年は堆砂が進んでいない

77



[[４４]]治水ダム、砂防・治山ダム材料調査治水ダム、砂防・治山ダム材料調査
（４－２）今年度調査内容

・土砂生産域における“砂分構成比”は松原・下筌ダムの構成比率（31％）を用いて、生産土砂量

、ダム堆砂量、砂防・治山ダム堆砂量が推定されている。
（有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会報告より）

地形・地質の特徴により、流域内を地形・地質の特徴により、流域内を66ブロックに分割し、ブロックに分割し、各ブロックの代表地点（治水ダ各ブロックの代表地点（治水ダ

ム・砂防治山ダム）において堆砂物の材料調査を実施ム・砂防治山ダム）において堆砂物の材料調査を実施し、し、ブロック毎の粒度構成を捉える。ブロック毎の粒度構成を捉える。

地形や地質の違いにより、堆砂物の粒度構成比は異なることが推定される。

筑後川流域筑後川流域

地質分類図地質分類図

ⅠⅠ..松原ダム流域松原ダム流域

ⅡⅡ..下筌ダム流域下筌ダム流域

ⅣⅣ..玖珠川流域玖珠川流域

ⅢⅢ..本川上流域本川上流域

ⅤⅤ..本川中流域本川中流域

ⅥⅥ..本川下流域本川下流域

地形：小起伏
地質：花崗岩類

地形：小起伏
地質：変成岩類

地形：大起伏
地質：安山岩類

地形：火山
地質：火山砕屑物

地形：火山
地質：火山砕屑物

地形：大起伏
地質：安山岩類地形・地質ブロック分割図地形・地質ブロック分割図

78



ⅠⅠ..松原ダム流域松原ダム流域

ⅡⅡ..下筌ダム流域下筌ダム流域

ⅣⅣ..玖珠川流域玖珠川流域

ⅢⅢ..本川上流域本川上流域

ⅤⅤ..本川中流域本川中流域

ⅥⅥ..本川下流域本川下流域

地形：小起伏
地質：花崗岩類

地形：小起伏
地質：変成岩類

地形：大起伏
地質：安山岩類

地形：火山
地質：火山砕屑物

地形：火山
地質：火山砕屑物

地形：大起伏
地質：安山岩類

[[４４]]治水ダム、砂防・治山ダム材料調査治水ダム、砂防・治山ダム材料調査
（４－２）今年度調査内容

各ブロックの代表地点（治水ダム・砂防治山ダム）において堆砂物の材料調査を実施各ブロックの代表地点（治水ダム・砂防治山ダム）において堆砂物の材料調査を実施し、し、

ブロック毎の粒度構成を捉える。（ブロック毎の粒度構成を捉える。（現在調査中現在調査中））
調調 査査 地地 点点

：治水ダム（ダム上流端にて調査）

：砂防・治山ダム（ダム堆砂池内）

：治水ダム（ダム貯水池内にて調査）

調調 査査 地地 点点

：治水ダム（ダム上流端にて調査）

：砂防・治山ダム（ダム堆砂池内）

：治水ダム（ダム貯水池内にて調査）

：治水ダム（ダム上流端にて調査）：治水ダム（ダム上流端にて調査）

：砂防・治山ダム（ダム堆砂池内）：砂防・治山ダム（ダム堆砂池内）

：治水ダム（ダム貯水池内にて調査）：治水ダム（ダム貯水池内にて調査）

高瀬川ダム貯水池内状況高瀬川ダム貯水池内状況
（（H22.1.23H22.1.23撮影）撮影）

※※堆積土砂除去メンテナンス中堆積土砂除去メンテナンス中
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第４回筑後川土砂動態調査第４回筑後川土砂動態調査
に関するに関するWGWG

【【５５】】今後の予定今後の予定
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下流土砂動態：来年度調査予定下流土砂動態：来年度調査予定

来年度調査予定来年度調査予定

【【洪水前調査洪水前調査】】
・水位計新規設置（筑後川9k付近：諸富川分派前）
・水位観測（継続観測）
・柱状コアサンプリング

（代表測線：筑後川０ｋ、４ｋ、１０ｋ２、１４ｋ）
・深浅測量

（２ｋ間隔で25測線程度）
・掃流センサー設置

（筑後川４ｋ、１４ｋ）

【【洪水後調査洪水後調査】】
・水位観測（継続観測）
・柱状コアサンプリング

（代表箇所：筑後川０ｋ、４ｋ、１０ｋ２，１４ｋに加え
ブロック毎に代表箇所を選定して実施）

・深浅測量
（２ｋ間隔で25測線程度）

・底質探査
（海域２測線、筑後川０ｋ、４ｋ、１０ｋ２、１４ｋ）

・河床波形状調査
（筑後川４ｋ～５ｋ付近にて約１ｋｍ区間）

：水位観測箇所
：底質探査測線
：掃流センサー設置箇所

海域測線１海域測線１

海域測線海域測線22

0k0k

4k4k

10k210k2

14k014k0

※※柱状コアサンプリングは、ブロック毎に柱状コアサンプリングは、ブロック毎に
代表箇所を選定して実施予定代表箇所を選定して実施予定

※※深浅測量は概ね２ｋ間隔で２５測線程度を予定深浅測量は概ね２ｋ間隔で２５測線程度を予定

河床波形状調査河床波形状調査

水位計新規設置水位計新規設置
（諸富川分派前）（諸富川分派前）
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